
平成１７年（２００５）7月 ��

��������	�
��

��������	��
������

���������	
���������

��������	
����������

�������

��������	
���������

���������	
���������

��������	
�����

��������	
�	�����

��������	
���������

�����������	
���

���������	
���������

���������	
���������

����������	
�������

���������	
����������

����������	
�����������������������

作品の募集について

「
さ
つ
き
」
花

辻　

治
郎
さ
ん（
有
漢
町
上
有
漢
）

「草原の家」トールペイント
渡辺 由花さん（成羽町下原）

「硯箱」烏城彫

前原　 敏 さん（本町）
さとし

「
ひ
ま
わ
り
」
ち
ぎ
り
絵

西　

信
江
さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

「
ひ
ょ
う
た
ん
」
瓢
箪

前
原 

�
二
さ
ん（
備
中
町
布
賀
）

「
春
ま
き
ソ
バ
の
花
」（
松
原
町
松
岡
）写
真

（
６
月　

日「
春
ま
き
そ
ば
の
花
見
会
」に
て
撮
影
）

１２

　

松
原
そ
ば
の
会
で
は
、
岡
山
県
内
で
は
珍
し
い
春

に
種
を
ま
く
ソ
バ
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

花
見
会
に
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
約　

�
に
白
く
か

８０

れ
ん
に
咲
く
花
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
石
う
す
そ
ば
ひ

き
や
そ
ば
打
ち
体
験
を
し
た
り
、
花
畑
を
カ
メ
ラ
に

収
め
る
な
ど
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。



平成１７年（２００５）7月��

武
士
の
人
数
も
減
少
し
、町
の
規
模
が
縮
小
し
て
家
数
四
と
長

屋
四
、
そ
し
て
二
九
人
の
武
士
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す（「
昔

夢
一
班
」）。

　

「
鉄
砲
丁
」
時
代
の
記
録
を
み
る
と
、
水
谷
氏
の
頃
が
家
数
も

人
も
最
も
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
江
戸
初
期
の 
正  
保 
年
中（
一
六
四
四
〜
一
六
四
八
）に

し
ょ
う 
ほ
う

は
、
寛
文
一
〇
年（
一
六
七
〇
）水
谷
氏
に
よ
っ
て
南
町
が
取
立

て
ら
れ
る
ま
で
、備
前
往
来
が
下
町
か
ら
牢
屋
小
路
に
折
れ「
鉄

砲
丁
」を
通
っ
て
い
ま
し
た
。

　

川
沿
い
に
あ
っ
た「
鉄
砲
町
」は 
明  
暦 
元
年（
一
六
五
五
）や 
享 

め
い 
れ
き 

き
ょ
う

 
保 
六
年（
一
七
二
一
）、
明
治
十
三
年（
一
八
八
〇
）昭
和
九
年
な

ほ
うど

多
く
の
洪
水
の
被
害
を
被
っ
た
記
録
が
残
さ
れ
、
当
時
護
岸

は
竹 
薮 
で
し
た
。
ま
た
、
鉄
砲
丁
か
ら
出
火
し
た 
宝  
暦 
元
年

や
ぶ 

ほ
う 
れ
き

（
一
七
五
一
）の
大
火
は「
焼
け
残
っ
た
家
が
二
軒
の
み
だ
っ
た
」

（「
増
補
版
高
梁
市
史
」）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
の
川
側
に
は
、
女
性
神
と
さ
れ
、 

大  
山  
�  
神 
と
そ
の
娘
の

お
お 
や
ま 
つ
み 
の
か
み

 
木  
花  
開  
耶  
姫 
を
祭
神
と
し
、
古
く
か
ら
生
業
の
神
と
さ
れ
た
山

こ
の 
は
な 
さ
く 

や 

ひ
め

神
社
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

　

「
鉄
砲
町
」
と
い
う
地
名
は
、
城
下
町
の
地
名
と
し
て
各
地
に
見

ら
れ
ま
す
が
、
鉄
砲
鍛
冶
な
ど
の
職
人
を
集
め
た
町
の
意
味
と
、

高
梁
の
よ
う
に
江
戸
時
代

の
城
下
の
家
中
屋
敷
町
と

し
て
鉄
砲
足
軽
が
居
住
し

た
城
下
地
名
と
し
て
の
二

つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、
江
戸

時
代
初
期
か
ら
大
名
が
鉄

砲
を
進
歩
し
た
武
器
と
し

て
重
ん
じ
て
い
た
有
様
が

今
に
伝
わ
っ
て
く
る
歴
史

地
名
な
の
で
す
。　

 

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

九
、
鉄
砲
町

　

「
鉄
砲
町
」は
、旧
高
梁
市「
鉄
砲
町
」で
古
く
か
ら
の
町
名
の
一

つ
で
し
た
。
北
の 
牢  
屋 
小

ろ
う 

や 

し
ょ
う

   
 
路 （
現
・
花
水
木
通
）か
ら
駅
前
の
大
通

じ

り
を 
跨 
ぎ
、
南
の 
夷 
小
路
ま
で
南
北
に
細
長
い
町
筋
で
、
東
側
の

ま
た 

え
び
す

弓
之
町
、西
側
の
高
梁
川（
国
道
）に
沿
っ
た
町
で
あ
り
ま
す
。

　

「
鉄
砲
町
」
は
、
近
世
松
山
城
下
時
代
、
北
の
御
根
小
屋
を
基

点
に
町
の
東
・
北
・
西
の
三
方
に
配
置
さ
れ
た「
中
間
町
」や

「
弓
之
町
」（
新
丁
）と
同
じ
家
中
屋
敷
町
の
一
つ
で「
鉄
砲
丁
」と

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。池
田
氏
時
代（
元
和
三
年
＝
一
六
一
七
〜

寛
永
一
八
＝
一
六
四
一
）足
軽
を
居
住
さ
せ
る
の
に
取
り
立
て

ら
れ
た 
堅  
町  
型 
城
下
町
の
一

た
て 
ま
ち 
が
た

つ
で
あ
り
ま
す
。
次
の 
水  
谷 
氏
の

み
ず 

の
や

 
正  
保 
頃（
一
六
四
四
〜
一
六
四
八
頃
）に
は「
足
軽
丁
」と
も
呼

し
ょ
う 
ほ
う

ば
れ
て
い
た（「
松
山
城
絵
図
○写
 

」＝
市
図
書
館
）こ
と
が
あ
る
ら

し
く
、
同
じ
水
谷
氏
の
頃
の
元
禄
七
年（
一
六
九
四
）正
月
改
め

の
記
録（『
水
谷
史
』＝「
御
家
内
之
記
」）に
は「
鉄
砲
町
」と「
上

鉄
砲
町
」に
分
か
れ
て
い
て
、「
鉄
砲
町
、
長
さ
四
一
間
（
約
七

四
�
）、
家
数
八
七
軒
」、「
上
鉄
砲
町
長
さ
一
町
一
二
間
（
約
一

三
〇
�
）、
家
数
二
二
軒
」と
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
石
川
総
慶
の

時
代（
正
徳
元
年
＝
一
七
一
一
〜 
延  
享 
元
年
＝
一
七
四
四
）に

え
ん 
き
ょ
う

な
る
と
戸
数
一
〇
五
軒
、
一
〇
七
人（「
増
補
版
高
梁
市
史
」）が

住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て「
松
山
城
下
絵
図
○写
 

」（
市
図
書
館
）

に
よ
る
と
東
側（
新
丁
側
）に
空
家
を
含
め
家
数
五
〇
、西
側（
高

梁
川
側
）に
空
家
を
含
め
五
二
軒
の
家
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、
延
享
元
年
六
月
調
べ
の「
松
山
家
中
屋
敷
覚
」（
市
図
書
館
）

に
は
、「
鉄
砲
丁
三
六
軒
、
内 
給  
人 
屋
敷
三
〇
軒
、
一
軒
長
屋

き
ゅ
う 
に
ん

六
軒
」と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
板
倉
氏
の
嘉か

   
 
永 （
一

え
い

九
四
八
〜
一
八
五
四
）・ 
安  
政 （
一
八
五
四
〜
一
八
六
〇
）頃
に
は

あ
ん 
せ
い

（
敬
称
略
）

南
か
ら
見
た
現
在
の
鉄
砲
町

短　

歌

　

資
格
得
て
職
得
し 
愛  
孫 
に
い
ざ
な
わ
れ
阿
蘇
の
い
で
ゆ
に
老
い
を
な
が
し
ぬ

う 
ま
ご

 

小
野
は
る
恵
（
原
田
南
町
）

　

夜
着
し
浴
衣
の
揚
げ
の
糸
ほ
ど
く
松
山
踊
に
娘
の
夏
終
は
り

 

平　

初　

音
（
高
倉
町
田
井
）

　

花
に
は
水
子
供
は
ほ
め
よ
人
は
み
な
ほ
め
ら
れ
た
く
て
努
力
す
る
も
の

 

坂
田　

昭
夫
（
松
原
町
大
津
寄
）

　

家
守
り
頭
痛
の
種
の
草
刈
を
シ
ル
バ
ー
人
材
頼
み
安
堵
す

 

原
田　

由
き
（
高
倉
町
飯
部
）

　

花
言
葉
う
り
ぎ
な
の
よ 
紫
陽
花 
は
雨
を
待
ち
つ
つ
明
日
は
何
色

あ
じ
さ
い

 

亀
石
惠
美
子
（
川
上
町
仁
賀
）

　

常
山
の
芝
生
に
石
の
風
車
小
は
く
る
く
る
大
は
悠
然

 

宮
本　

宮
吉
（
川
上
町
七
地
）

俳　

句

　

父
母
居
ま
す
菩
提
寺
に
鐘
藤
さ
み
し 

三
村　

節
子
（
伊

賀

町
）

　
 
厨  
窓 
あ
け
れ
ば
さ
っ
と
薫
風
の 

長
原　

茂
子
（
備
中
町
西
油
野
）

く
り
や 
ま
ど

　

風
光
る
花
の
苗
植
え
一
呼
吸 

平
松　

幾
代
（
長
寿
園
内
）

　

あ
ざ
み
花
き
れ
い
と
手
に
し
し
か
め
顔 

結
城　

成
子
（
宇
治
町
宇
治
）

川　

柳

　

つ
つ
が
な
き
今
日
の
幸
福
明
日
も
有
り
た
し   
藤
井
タ
ツ
子
（
備
中
町
西
山
）

　

夏
祭
一
人
娘
が
客
で
来
る 

中
島　

清
市
（
成
羽
町
吹
屋
出
身

）


